
問い合わせ
（議会事務局）

TEL（42）1111（内線4111）・FAX（43）1178
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ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
父
の
後
を

継
い
で
畜
産
の
仕
事
を
す
る
こ
と
で

す
。
今
、
父
は
朝
早
く
牛
舎
に
行
っ

て
牛
の
世
話
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

他
に
も
、
競
り
に
行
っ
た
り
、
北
海

道
に
あ
る
牛
舎
の
仕
事
も
一
緒
に
こ

な
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を

全
て
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
父
の
仕

事
を
継
ぎ
た
い
で
す
。

　

父
の
仕
事
を
継
ぎ
た
い
理
由
は
、

北
海
道
の
牛
舎
に
自
分
も
行
っ
た
時

に
、
父
の
姿
を
見
た
か
ら
で
す
。
そ

の
時
の
父
の
姿
は
、
家
に
居
る
時
の

ド
ッ
キ
リ
を
か
け
る
の
が
好
き
な
父

と
は
逆
で
、
た
く
さ
ん
の
牛
の
様
子

を
見
た
り
、
牛
舎
で
働
く
人
に
色
々

な
指
示
を
出
し
た
り
し
て
い
て
立
派

な
姿
で
し
た
。
ま
た
そ
の
時
偶
然
牛

の
子
供
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
牛

の
世
話
を
し
て
い
る
父
の
姿
を
見

て
、
命
に
関
わ
る
仕
事
の
大
変
さ
や

す
ば
ら
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
基
礎
的
な
所
か
ら
ど

ん
ど
ん
学
ん
で
い
き
、
父
の
仕
事
を

継
げ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

た　

む
ら　
　

 

ひ
ゅ
う 

が

新校舎での神町小学校入学式新校舎での神町小学校入学式
検 索東根市議会
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将
来
の
夢

東
根
中
部
小
学
校 

６
年

田
村　
彪
賀
さ
ん

「
不
易
流
行
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
物
事
の
本
質
的
な

も
の
は
変
え
な
い
も
の
の
、
時

代
の
変
化
等
に
柔
軟
に
対
応
す

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
共
存
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
、
日
常
生
活
に

新
し
い
生
活
様
式
を
取
り
入
れ

て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
東
根
市
議
会
で
は
、
地
方
分

権
の
進
展
等
の
変
化
を
踏
ま

え
、
最
高
規
範
と
な
る
「
東
根

市
議
会
基
本
条
例
」
を
制
定
し

ま
し
た
。
議
会
広
報
委
員
会

も
、
本
条
例
に
基
づ
い
て
議
会

活
動
の
広
報
及
び
皆
様
の
声
を

お
聞
き
す
る
広
聴
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今

後
と
も
、
皆
様
の
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
広
報
委
員
会

委 

員 

長
　
片
桐
　
勝
寿

副
委
員
長
　
高
橋
　
弓
嗣

委  

　
員
　
三
宅
　
一
人

齋
藤
俊
一
郎

山
科
　
幸
子

植
松
　
　
宏

髙
橋
　
光
男

令和３年第１回定例会では、延べ68名の皆様に議会を傍聴していただきました。

５月31日（月）　開　会
　　　　　　   本会議
　　　　　　   予算特別委員会
６月３日（木）　本会議（一般質問）
     ４日（金）　本会議（一般質問）
    10日（木）　本会議（総括質疑）
　　　　　　   予算特別委員会
　　　　　　   各常任委員会

６月11日（金）　各常任委員会
    17日（木）　予算特別委員会
　　　　　　   本会議
　　　　　　   閉　会

令和３年第２回定例会

日程のお知らせ
５月31日から
６月17日まで

※日程は、定例会告示後の議会運営委員会を経
て、定例会初日の本会議で正式決定します。
詳しくは議会事務局にお問い合せください。

「東根市議会における新型コロナウイ
ルス感染症対策方針」に沿った傍聴に
ご協力をお願いいたします。

開催予定
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　東根市議会では、議会の活性化を図るため平成２８年に「議会のみらい検討委員会」を立ち上げ、様々
な議会改革に取り組んできました。その成果を踏まえ、東根市議会及び東根市議会議員としての活動原
則等を定めた「東根市議会基本条例」について、令和３年第1回定例会初日の２月２６日に議会運営委員
会発議で提案し、可決されました。

東根市議会基本条例を制定しました

条例の目的

　この条例は、二元代表制の一翼を担う東根市議会及び東根市議会議員に関する基本的事項
を定め、その担うべき役割を果たすことにより、市民の負託に応え、もって市民福祉の向上及
び市勢の発展に寄与することを目的としています。

条例の概要

今後は、この条例に基づいて様々な取り組みを行ってまいります。
東根市議会基本条例（解説付）はこちらをご覧ください。

〇　前　文
　地方議会を取り巻く情勢、議会改革の経緯、今後に向けた東根市議会の決意を定めてい
ます。
〇　第１章　総則（第１条・第２条）
　条例の目的、最高規範性を有する位置づけを定めています。
〇　第２章　議会及び議員の活動原則等（第３条～第７条）
　議会及び議員の活動原則、議長の責務、会派、自然災害等が発生した場合の対応につい
て定めています。
〇　第３章　市民と市議会との関係（第８条～第10条）
　会議の公開、広聴・広報及び市民の参画について定めています。
〇　第４章　市長等と議会との関係（第11条～第13条）
　二元代表制を構成する市長等との関係の基本原則、議決事件の追加、説明等の要求につ
いて定めています。
〇　第５章　議会の機能強化（第14条～第19条）
　機能強化のために必要な委員会、情報通信技術の積極的活用、議員研修の充実強化、議
会事務局の体制整備、予算の確保及び政務活動費の活用について定めています。
〇　第６章　定数及び報酬（第20条・第21条）
　議員定数及び議員報酬に関する基本的考え方について定めています。
〇　第７章　検証及び見直し（第22条・第23条）
　条例に基づく結果の検証及び見直しについて定めています。

●
山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
月
定
例
会　
　
２
月
15
日
開
催

●
東
根
市
外
二
市
一
町
共
立
衛
生
処
理
組
合
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
１
回
定
例
会　
２
月
25
日
開
催

●
河
北
町
ほ
か
２
市
広
域
斎
場
事
務
組
合
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
月
定
例
会　
　
２
月
24
日
開
催

●
北
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
１
回
定
例
会　
３
月
22
日
開
催

●
北
村
山
公
立
病
院
組
合
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
１
回
定
例
会　
３
月
26
日
開
催

広域組合議会等概要報告広域組合議会等概要報告

議　
員　
令
和
元
年
度
か
ら
開

始
さ
れ
た
看
護
師
・
薬
剤
師
修

学
資
金
貸
与
制
度
の
現
状
と
成

果
な
ど
を
伺
う
。

事
務
長　
看
護
師
等
不
足
が
課

題
と
な
る
中
、令
和
元
年
度
は

看
護
師
３
名
・
薬
剤
師
２
名
、令

和
２
年
度
は
看
護
師
８
名
・
薬

剤
師
１
名
を
貸
与
者
と
し
た
。

　

令
和
２
年
度
北
村
山
公
立
病
院
組
合
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
３

号
）、令
和
３
年
度
北
村
山
公
立
病
院
組
合
事
業
会
計
予
算
な
ど
、５
議

案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

議　

員　

予
算
の
増
額
は
、採

用
に
向
け
積
極
的
に
活
動
を
行

う
た
め
の
も
の
か
。

事
務
長　
看
護
学
校
か
ら
の
実

習
生
が
採
用
の
応
募
に
繋
が
っ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、当
制
度
は

他
よ
り
貸
与
月
額
が
多
い
点
な

ど
を
更
に
積
極
的
に
広
報
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
る
。

※負担金、本市負担額は交付税を除いた額を掲載しています。

令和３年度広域組合等予算 （円）

34,188,000
(39.3％)

29,251,000
(47.8％)

978,495,599
概算

330,571,000
（31.8％）

303,823,537
（49.6％）

一般会計

特別会計

東根市外二市一町共立衛生処理組合

山形県後期高齢者
医療広域連合

河北町ほか２市広域斎場事務組合

北村山広域行政事務組合

事業収益

事業費用

収入

支出

収益的収支

資本的収支

北村山公立病院
組合

5,262,586,000

5,682,706,000

329,563,000

506,384,000

3,113,235,000

610,745,000

149,905,775,000

66,287,000

97,330,000

612,745,000

1,039,533,000

610,008,000

25,346,822,000

61,166,000

86,883,000

組合等 区分 予　算 負担金※ 本市負担額※
（負担割合）

ピックアップ
北
村
山
公
立
病
院
組
合
議
会

北
村
山
公
立
病
院
組
合
議
会

◎
令
和
３
年
度
予
算

◎
令
和
３
年
度
予
算

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

https://www.city.higashine.yamagata.jp/files/20210301105117.pdf
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東根市のこんなことが決まりました
●会期　２月26日～３月19日

【賛否が分かれた議案】
　議第６号　東根市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
　議第30号　令和３年度東根市介護保険特別会計予算

※詳細は、市ホームページからご覧ください。

この中から３項目をピックアップ！

第１回定例会

ポイント1

第
５
次
東
根
市
総
合
計
画
の

「
基
本
構
想
」が
定
め
ら
れ
ま
し
た

議
第
13
号
　
第
５
次
東
根
市
総
合
計
画
の
基
本
構
想
に
つ
い
て

　
令
和
３
年
度
か
ら
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で
あ
り
、
総
合

的
か
つ
計
画
的
な
行
政
運
営
を
図
る
た
め
に
定
め
る
も
の
で
、
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

議論された案件
専決処分の承認
当初予算
事件決議
請願審査

……２件
……………９件
…………11件
……………１件

条　　例
補正予算
同意人事
委員会発議

…………11件
……………４件
……………４件
…………５件

会
派
名

議
員
名

ひ が し ね
創　生　会

政　清・
公　　明 新会派　令和 ひ が し ね

市政クラブ
自　　民
ク ラ ブ 無会派

白
井
　
健
道

○

高
橋
　
鉄
夫

○

清
野
　
忠
利

○

河
村
　
　
豊
欠
席

原
田
　
利
光

○

東
海
林
克
彦

○

三
宅
　
一
人

○

高
橋
　
弓
嗣

○

滝
口
　
公
一

○

元
木
十
四
男

○

片
桐
　
勝
寿

○

齋
藤
俊
一
郎

○

浅
野
目
幸
一

○

佐
藤
　
　
直

○

植
松
　
　
宏

×

山
科
　
幸
子

×

髙
橋
　
光
男
欠
席

細
矢
　
俊
博

※

○ ○ ○ 欠
席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 欠

席 ※

◆めざす都市像
　『 豊かな環境　みんなが選ぶ　住みよいまち 』
◆まちづくりの目標
　・みんな元気にいきいき暮らす 健やかで住みよいまち
　・自然と環境を未来につなぐ  安全・安心で快適なまち
　・力強く魅力いっぱいの  産業と交流のまち
　・心豊かな人を育てる  教育と文化のまち
　・市民みんなの力でつくる  笑顔輝く協働のまち
◆主要プロジェクト（重点施策）
　・災害に強いまち推進 プロジェクト
　・ゼロカーボンシティ推進 プロジェクト
　・交通ネットワーク促進 プロジェクト
　・交流のまち推進 プロジェクト
　・教育環境向上 プロジェクト
　・子育て環境向上 プロジェクト
　・ひがしねブランド発信 プロジェクト
　・デジタル戦略推進 プロジェクト

第５次東根市総合計画　基本構想（概略）

議第
 ６号
議第
30号
○＝賛成　×＝反対　※議長は採決に加わりません。

ひがしね議会だより ｜ 広報 ｜ 令和3年5月1日3



第１回定例会

ポイント2

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
基
金
条
例
を
定
め
ま
し
た

議
第
４
号　
東
根
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

　
　
　
　
　
　
臨
時
基
金
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
た
中
小
企
業
者
に

対
す
る
利
子
を
補
給
す
る
事
業
及
び
信
用
保
証
料
を
補
助
す
る
事
業

の
経
費
に
関
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
財
源
と
す
る
新
た
な
基
金
を
設
置
す
る
も
の
で
、
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

議 

員　
基
金
に
よ
る
歳
出
は
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
。

経
済
部
長　
商
工
振
興
事
業
の

負
担
金
補
助
及
び
交
付
金
の
中

小
企
業
緊
急
災
害
等
対
策
利
子

補
給
補
助
金
、中
小
企
業
信
用

保
証
協
会
保
証
料
補
給
金
事
業

に
対
す
る
歳
出
と
な
る
。

議 

員　
本
市
に
お
け
る
融
資
総

額
及
び
利
子
補
給
額
は
。

経
済
部
長　
融
資
件
数
は
２
８

７
件
、融
資
総
額
は
67
億
１
８
９

２
万
円
と
な
っ
て
い
る
。利
子
補

給
の
対
象
と
な
る
10
年
分
を
合

計
し
た
利
子
補
給
額
は
３
億
９

３
７
５
万
７
千
円
を
見
込
み
、そ

の
う
ち
半
分
は
山
形
県
か
ら
の

補
助
金
で
あ
る
。

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

ポイント3

市
有
地
等
に
お
け
る
放
置
自
動
車
を
適
正
に

処
理
す
る
た
め
条
例
を
定
め
ま
し
た

議
第
３
号　
東
根
市
市
有
地
等
に
お
け
る
放
置
自
動
車
の
適
正
な
処
理

　
　
　
　
　
に
関
す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

　
市
有
地
等
に
お
け
る
放
置
自
動
車
に
よ
る
障
害
を
除
去
し
、速
や
か

な
機
能
回
復
と
地
域
の
美
観
維
持
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、放
置
自
動

車
の
調
査
、移
動
お
よ
び
保
管
、撤
去
の
勧
告
、撤
去
命
令
、処
分
等
、適

正
な
処
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
、全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

議 

員　
放
置
自
動
車
の
現
状

は
。

市
民
生
活
部
長　
さ
く
ら
ん
ぼ

東
根
駅
駐
車
場
に
７
台
確
認
し

て
い
る
。

議 

員　
本
条
例
第
５
条
、第
６

条
に「
規
則
で
定
め
る
」と
い
う

記
述
が
あ
る
が
、規
則
の
概
要

は
。

市
民
生
活
部
長　
警
告
書
や
勧

告
書
の
様
式
な
ど
条
例
の
施
行

に
あ
た
り
必
要
な
事
項
を
定
め

る
予
定
で
あ
る
。

議 

員　
い
わ
ゆ
る
放
置
自
動
車

の
処
分
方
法
は
。

市
民
生
活
部
長　
自
動
車
リ
サ

イ
ク
ル
法
に
よ
る
使
用
済
み
の

自
動
車
と
み
な
し
廃
棄
物
と
し

て
処
分
す
る
。

議 

員　
放
置
し
た
者
の
捨
て
得

を
許
さ
な
い
対
応
を
お
願
い
し

た
い
。

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

を
許
さ
な
い
対
応
を
お
願
い
し

た
い
。
を
許
さ
な
い
対
応
を
お
願
い
し

　
放
置
し
た
者
の
捨
て
得

を
許
さ
な
い
対
応
を
お
願
い
し

を
許
さ
な
い
対
応
を
お
願
い
し

を
許
さ
な
い
対
応
を
お
願
い
し

を
許
さ
な
い
対
応
を
お
願
い
し

4



東根市のお金の使い道が決まりました

226億6,200万円 (過去最高額)

東根市のお金の使い道が決まりました
令和３年度予算を可決！令和３年度予算を可決！

　新年度の収入と支出について、予算特別委員会を開催して慎重に審議しました。
　３月９日は全体で、10日と11日には各常任委員会を単位とする分科会で、より詳細に審査を
しました。審査された内容の一部を紹介します。

　更新されたハザードマップにおいて、指定緊急避
難所としていた施設が浸水想定区域に位置付けら
れたことを契機に、整備に向けて新たに動き出した
事業。
　本来の目的である有事の際の施設利用に加え、長
期にわたる平時の際の利用方法や、地域住民生活の
質の向上に資するような利用について要望した。

一般会計予算

99億1,500万円
特別会計予算総額

企業会計

国民健康保険
東根財産区
介護保険
市営墓地
後期高齢者医療

48億600万円
150万円

45億6,100万円
350万円

5億4,300万円

特
別
会
計

収益的
資本的
収益的
資本的
収益的
資本的

水道事業

工業用
水道事業

公共
下水道事業

1,169,369
40,948
224,419

0
1,479,254
908,294

収　入
1,145,448
742,317
222,421
21,000

1,473,013
1,186,017

支　出
（千円）

市税
26.9%

地方交付税
16.0%

民生費
34.9%

総務費
18.1%

教育費
12.1%

土木費
8.7%

公債費
8.6%

市債
14.1%

地方消費税交付金
4.5%

寄附金
4.4%

その他 6.4%

県支出金
6.6%

国庫支出金
10.4%

繰入金
10.7%

衛生費
7.0%

商工費
3.4%

消防費 3.3% その他 3.9%

一般会計歳入 一般会計歳出

○十分な駐車場を有する避難所
○災害弱者に配慮したレイアウト

○西部地区の公的備蓄品の充実
○水防活動用の機能的備蓄倉庫

○支援物資受入れの拠点機能
○水防団待機、現地対策本部機能

○研修や講演による防災教育拠点
○充実した水防・消防訓練施設

避難所強化

防災備蓄強化

支援活動強化

地域防災力強化
（教育・訓練）

（仮称）西部防災センター整備事業
予算額：3億3,701万4千円

▲（仮称）西部防災センター整備の4つの柱

ひがしね議会だより ｜ 広報 ｜ 令和3年5月1日5



予算特集

東根の大ケヤキ環境整備事業
予算額：349万円

　市総合計画における、目指す行政像に「大
けやき行政」を設定するなど、本市のシンボ
ルである国指定特別天然記念物の大ケヤキ
の枝折れ箇所の緊急対策、今後の維持管理
にむけた調査委託を行う。
　郷土の宝である大ケヤキは老木のため、
これまで以上に慎重な維持管理を要望した。

神町中学校増築事業
予算額：2,560万円

　教室不足により仮設校舎を利用してい
る神町中学校の校舎を増築するため、今
年度は実施設計等に着手する。
　増築する教室数について、学区内の住
宅整備や人口予測に加え、学区内への転
入及び転出の状況や東桜学館中学校へ
の進学状況も踏まえた見極めを要望した。

住宅管理事業
予算額：1億218万5千円

　神町南団地の長寿命化改善工事や、
若木団地の一部解体工事等を行う。新た
に、大阪北部地震でブロック塀の倒壊に
より幼い命が犠牲になった事故を受け、
通学路をはじめとした危険ブロック塀等
除去支援補助を実施する。
　子供たちの安全確保のために本事業の
推進を要望した。

市道除排雪事業
予算額：3億円

　令和２年度は近年にない豪雪で、市道
の除排雪については、市民からも様々な
意見が寄せられた。
　除雪体制や作業方法について、他自治
体の取り組みなども参考にしながら、安
心安全な除雪体制を構築するよう要望
した。

市の木「けやき」 ▲教室が不足する神町中学校 仮設校舎

▲改善された神町南団地

6



予算特集

保育所事業
子ども・子育て支援システムライセンス使用料

予算額：174万8千円

　保育所を運営するにあたりＩＣＴ化を進
め、複数の連絡先へ瞬時に伝達が可能に
なった。開園時間を待たずに連絡できる
ことから保育施設、保護者双方の利便性
が向上した。ＩＣＴ化により、安心安全な
保育の実現、保育業務の効率化と負担が
改善されるよう事業の推進と適切な運用
を要望した。

水道事業会計
予算額：収益的支出11億4,544万8千円

資本的支出  7億4,231万7千円

　昨年の豪雨災害の状況を踏まえ、浄水
場の応急的な浸水対策整備を順次行う予
定となっている。
　４月１日から従来のコンビニ決済に加え、
スマートフォン決済アプリで水道料金が納
付出来るようになった（市税・下水道料金
も同様）。市民の利便性がさらに向上する
よう、親切かつ丁寧な対応を要望した。

地球温暖化対策事業
予算額：1,455万7千円

　これまでの太陽光発電システムや蓄電池
の設置に対する補助に加え、新たにペレッ
トストーブ等の設置も補助の対象となる。ま
た、「ゼロカーボンシティ」実現に向けての
キックオフイベントとして「環境シンポジウ
ム」の開催も予定している。市民の機運上
昇につながる内容となるよう要望した。

重粒子線治療費助成事業
予算額：240万円

　山形大学医学部附属病院で重粒子線
によるがん治療がスタートしたが、公的保
険の適用とならないため、高額な治療費
がかかることからその一部を助成するも
の。最先端治療に対する助成は、大変心
強いものであり、今後も市民がより良い
医療を受けられるよう要望した。

▲回転ガントリー照射室

▲本市の保護者連絡体制支援システム

ひがしね議会だより ｜ 広報 ｜ 令和3年5月1日7



自民クラブ
浅野目幸一 議員

議　
員　
長
寿
命
化
対
策
の
現

状
と
実
施
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市　

長　
「
東
根
市
橋
梁
長
寿

命
化
修
繕
計
画
」に
基
づ
き
２

巡
目
の
定
期
点
検
を
実
施
し
、

平
成
31
年
３
月
に
同
計
画
を
更

新
し
た
。
現
在
ま
で
19
橋
を
修

繕
し
３
橋
を
更
新
し
て
い
る
。

議　

員　

高
齢
橋
は
、補
修
に

よ
る
延
命
化
が
可
能
で
あ
る
。

①
持
続
可
能
な
長
寿
命
化
の
修

繕
対
策
を
伺
う
。

②
点
検
・
診
断
・
調
査
、維
持
管

理
に
つ
い
て
伺
う
。

市　
長　
①
規
模
や
維
持
管
理

コ
ス
ト
を
考
慮
し
な
が
ら
、１

０
４
橋
の
う
ち
62
橋
に
つ
い
て

は
、
損
傷
が
軽
微
な
う
ち
に

修
繕
を
実
施
す
る「
予
防
保
全

型
」
と
し
、
42
橋
に
つ
い
て
は
、

損
傷
が
顕
在
化
し
て
か
ら
修
繕

を
実
施
す
る「
対
症
療
法
型
」と

し
て
、
順
次
実
施
し
て
い
る
。

②
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
等
日
常
点

検
の
ほ
か
、５
年
に
１
度
の
定

期
点
検
と
し
て
、専
門
家
に
よ

る
診
断
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

議　
員　
修
繕
の
優
先
順
位
と

次
期
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

市　
長　
災
害
時
の
緊
急
輸
送

道
路
に
係
る
橋
梁
や
、
損
傷
の

進
行
が
早
い
と
診
断
さ
れ
た
橋

梁
の
修
繕
を
優
先
す
る
。ま
た

令
和
５
年
度
ま
で
に
橋
梁
の
点

検
を
行
い
、
そ
の
点
検
結
果
に

基
づ
き
、
令
和
６
年
度
に
次
期

計
画
を
策
定
す
る
。

議　
員　
市
管
理
者
に
お
け
る

定
期
点
検
は
、直
営
か
委
託
か
。

ま
た
、点
検
者
の
資
格
に
つ
い

て
伺
う
。

市　
長　
国
土
交
通
省
登
録
資

格
で
あ
る
一
般
社
団
法
人
構
造

物
診
断
技
術
協
会
な
ど
の
民
間

が
付
与
す
る
「
橋
梁
点
検
士
」、

ま
た
は
「
橋
梁
診
断
士
」
の
資

格
者
が
在
職
す
る
業
者
に
委
託

し
て
い
る
。

議　
員　
災
害
時
の
橋
梁
の
安

全
確
保
に
つ
い
て
伺
う
。

市　
長　
災
害
箇
所
の
応
急
処

置
や
通
行
規
制
に
当
た
っ
て
は

市
道
維
持
業
者
の
ほ
か「
地
域

防
災
計
画
」に
基
づ
き
、協
定
を

結
ん
で
い
る
東
根
市
建
設
業
協

会
の
協
力
を
頂
い
て
い
る
。

●高齢橋の「寿命50年」
　　橋梁等の老朽化対策と
　　　　　　　災害の対応について

長
寿
命
化
対
策
の
現
状
は

接
続
可
能
な
対
策
と

　
　
　
　
点
検
・
維
持
管
理
は

優
先
順
位
と

　
　
　
　
時
期
計
画
の
策
定
は

災
害
時
の
橋
梁
の
安
全
確
保
は

定
期
点
検
の
形
態
と

　
　
　
　
　
点
検
者
の
資
格
は

▲長寿命化計画による効果 東根市橋梁長寿化計画より

Q  &  A 登壇席に飛沫防止アクリル板を設置している
ため、マスクを外して発言しています。
令和3年度の重点施策について議論しました。

登壇席に飛沫防止アクリル板を設置している
ため、マスクを外して発言しています。
令和3年度の重点施策について議論しました。
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新会派　令和
滝口　公一 議員

議　

員　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
か
ら
１
年
以
上
経
過

し
た
が
、
現
状
分
析
と
本
市
の

取
り
組
み
は
。

市　
長　
調
査
で
は
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
は
61
万
６
千
㌧
、

森
林
等
に
よ
る
吸
収
量
は
13
万

５
千
㌧
と
排
出
量
が
吸
収
量
を

大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。排
出
抑

制
を
図
る
た
め
従
来
の
補
助
制

度
に
加
え
、令
和
３
年
度
か
ら
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
や
薪
ス
ト
ー

ブ
へ
の
設
置
補
助
を
開
始
し
た

い
。ま
た
今
後
、公
共
施
設
を
整

備
す
る
際
は
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
の
検
討

と
設
計
等
を
行
い
た
い
。

議　
員　
排
出
量
削
減
目
標
の

設
定
は
。

市　
長　

２
０
１
３
年
度
の
排

出
量
を
基
準
と
し
て
２
０
３
０

年
度
は
26
％
削
減
を
中
期
目

標
、
２
０
５
０
年
度
は
80
％
削

減
を
長
期
目
標
と
す
る
。
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現
へ
の
意

識
拡
大
に
向
け
て
令
和
３
年
度

は「
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」の
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。

議　

員　

国
の「
デ
ジ
タ
ル
変

革
関
連
法
案
」の
閣
議
決
定
を

受
け
て
業
務
シ
ス
テ
ム
標
準
化

に
向
け
た
本
市
の
準
備
は
。

市　
長　
国
か
ら
示
さ
れ
る
標

準
化
の
実
施
手
順
等
に
基
づ
き
、

基
幹
系
業
務
シ
ス
テ
ム
か
ら
標

準
化
適
応
を
進
め
て
い
く
。

議　
員　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
促
進
の
具
体
策
と

L
I
N
E
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
導

入
の
概
要
は
。

市　
長　
会
計
年
度
任
用
職
員

の
配
置
や
交
付
窓
口
の
増
設
で

体
制
強
化
を
図
っ
て
い
る
。
今

後
、出
張
申
請
受
付
の
実
施
を

検
討
す
る
。L
I
N
E
に
つ
い
て

は
災
害
や
避
難
所
・
防
犯
等
の
緊

急
情
報
、イ
ベ
ン
ト
や
子
育
て
に

関
す
る
情
報
等
を
発
信
す
る
。

さ
ら
に
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
申
請
を
受
け
付
け
る
準
備
も

進
め
て
い
る
。

議　
員　
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

本
年
１
月
設
置
の

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
委
員
会
」に

て
教
職
員
の
情
報
活
用
能
力
向

上
と
理
解
度
を
深
め
る
た
め
の

研
修
を
検
討
中
。
ま
た
令
和
３

年
度
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配

置
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

●第５次総合計画スタート‼
　　環境保全、行政のデジタル化、
　 　　　　　　　　学校のICT教育に
　  　東根市はどう取り組むのか？

環
境
保
全
の
推
進
に
つ
い
て

大
け
や
き
行
政
の

　
　
　
　
　
　
推
進
に
つ
い
て

小
中
学
校
教
育
の

　
　
　
　
　
　
充
実
に
つ
い
て

※

※

※

会派代表質問会派代表質問※質問議員が責任を持って
　原稿を作成しています。　

※ ＩＣＴ教育 パソコンやタブレット端末、イン
ターネットなどの情報通信技術を
活用した教育手法のこと。

※ ZEB（ゼブ）
Net Zero Energy Building（ネット・ゼロ・エネルギー・
ビルディング）の略称。エネルギーの生成と消費の収支
がプラスマイナスゼロになる建物のこと。

※ ＩＣＴ支援員 学校でＩＣＴを利用した授業が円滑
に進むように、教員や児童生徒のＩ
ＣＴ利活用を援助する役割のこと。

用 語 解 説

ひがしね議会だより ｜ 広報 ｜ 令和3年5月1日9



ひがしね市政クラブ
片桐　勝寿 議員

議　
員　
地
方
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
の
時
期
、ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
や
観
光
を
通
じ
て
関
係

人
口
の
創
出
や
移
住
へ
と
つ
な

ぐ
好
機
で
あ
る
と
考
え
る
。

議　
員　
関
係
人
口
へ
の
取
り

組
み
の
方
針
は
。

市　
長　
人
の
流
れ
を
確
実
に

地
方
に
向
か
わ
せ
る
に
は
多
様

な
働
き
方
の
定
着
と
関
係
人
口

の
拡
大
を
意
識
し
た
地
方
創
生

の
取
り
組
み
が
必
要
。こ
の
取

り
組
み
に
お
い
て
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
は
主
要
な
も
の
。一
貫
し
た

「
さ
く
ら
ん
ぼ
に
こ
だ
わ
っ
た

た
ま
ち
づ
く
り
」の
も
と「
Ｇ
Ｉ

東
根
さ
く
ら
ん
ぼ
」、
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
の
積
極
的
な
取
り
組

み
な
ど
本
市
の
魅
力
や
情
報
の

発
信
に
注
力
し
て
き
た
。
今
後
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
取
組

み
や
、
移
住
の
受
入
態
勢
整
備

な
ど
も
進
め
、
選
ば
れ
る
自
治

体
と
し
て
発
展
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
い
く
。

議　
員　
さ
く
ら
ん
ぼ
マ
ラ
ソ

ン
の
今
後
の
展
開
は
。

市　
長　
来
年
度
の
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
特
別
大
会
は
、全
国

で
楽
し
み
に
し
て
い
る
ラ
ン

ナ
ー
と
繋
が
り
続
け
る
大
会
と

位
置
づ
け
開
催
。
令
和
４
年
度

の
20
回
記
念
大
会
は
、市
民
一

体
と
な
っ
た
「
お
も
て
な
し
」

と
質
の
高
い
大
会
運
営
を
図

り
、
全
国
か
ら
ラ
ン
ナ
ー
を
迎

え
、
関
係
人
口
の
拡
大
に
資
し

て
い
く
。

議　
員　
コ
ロ
ナ
収
束
後
を
見

据
え
た
観
光
政
策
は
。

市　
長　
事
業
者
の
皆
様
に
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

防
止
へ
の
取
り
組
み
を
お
願
い

し
な
が
ら
、引
き
続
き
事
業
継

続
の
糧
と
な
る
支
援
を
行
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
捉
え
て
い

る
。ま
た
４
東
北
Ｄ
Ｃ
は
、観
光

果
樹
園
、東
根
温
泉
、飲
食
業
な

ど
観
光
関
連
事
業
の
回
復
に
向

け
た
好
機
と
捉
え
、県
や
関
係

団
体
と
連
携
し
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
へ
の
支

援
や
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
観

光
振
興
に
努
め
て
い
く
。

議　
員　
こ
れ
か
ら
の
観
光
の

あ
り
方
と
し
て
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
提
案
。

●ポストコロナは地方の時代に！
　　関係人口の拡大とブランド戦略
　　ポストコロナの観光戦略

コ
ロ
ナ
で
大
き
な
影
響
！

　
　
今
後
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
は

観
光
戦
略
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

 

か
ら
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ

※

Q  &  A 登壇席に飛沫防止アクリル板を設置している
ため、マスクを外して発言しています。
令和3年度の重点施策について議論しました。

登壇席に飛沫防止アクリル板を設置している
ため、マスクを外して発言しています。
令和3年度の重点施策について議論しました。

※  マイクロツーリズムとは・・・
自宅から1時間から2時間圏内の地元また
は近隣への宿泊観光や日帰り観光
●地元に目を向けて楽しむ→地域再発見→
SNSで発信→コロナ後の観光につながる
●感染拡大を防止しながら地域経済を両立

用 語 解 説
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ひがしね創生会
白井　健道 議員

議　

員　

ダ
ム
や
堤
防
な
ど

ハ
ー
ド
対
応
か
ら
流
域
全
体
で

あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が
治
水
対
策

を
行
う
流
域
治
水
。
最
上
川
流

域
治
水
協
議
会
の
取
組
み
は
。

市　

長　

本
市
関
連
で
は
、
白

水
川
堤
防
の
災
害
復
旧
、嵩
上

げ
。村
山
市
大
淀
分
水
嶺
整
備

は
水
位
低
下
の
効
果
が
期
待
で

き
る
。

議　
員　
田
ん
ぼ
の
宅
地
化
で

保
水
力
が
低
下
。土
地
改
良
区

の
水
路
も
含
め
全
関
係
者
で
流

末
管
理
の
徹
底
を
。

①
地
域
内
経
済
循
環
：
地
元
工

務
店
が
連
携
し
大
手
に
対
抗
。

脱
炭
素
社
会
に
も
貢
献
。
優
良

事
例
と
し
促
進
す
る
取
組
を
。

②
新
た
な
職
種
へ
の
転
換
支
援：

市
取
引
I
T
関
連
企
業
、職
業

訓
練
校
を
活
用
し
た
I
T
分
野

の
人
材
育
成
と
転
職
支
援
を
。

③
観
光
：
海
外
か
ら
の
日
本
へ

の
観
光
需
要
高
い
。日
本
在
住

の
外
国
人
へ
の
魅
力
発
信
を
。

④
地
域
お
こ
し
協
力
隊
：
農
業

の
担
い
手
確
保
に
有
効
。農
産

物
加
工
、鳥
獣
被
害
対
策
な
ど

チ
ー
ム
派
遣
を
。

⑤
外
国
人
材
受
入
：
外
国
人
材

に
依
存
す
る
日
本
。
外
国
人
の

住
み
や
す
い
東
根
市
を
。

⑥
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
：
小

水
力
発
電
の
可
能
性
高
い
。
事

業
化
調
査
の
実
施
を
。

議　
員　
匿
名
の
誹
謗
中
傷
サ

イ
ト
な
ど
大
人
の
モ
ラ
ル
低
下

も
要
因
と
思
う
が
状
況
は
。

教
育
長　

12
月
末
で
の
対
前
年

比
較
で
は
、
小
学
校
が
８
７
４

件（
２
５
４
件
減
）、
中
学
校
は

１
４
０
件（
13
件
増
）。
ネ
ッ
ト

い
じ
め
は
小
学
校
が
11
件（
３

件
増
）、
中
学
校
は
13
件（
７
件

増
）。

議　
員　
い
じ
め
の
４
層
構
造

（
い
じ
め
る
側
、い
じ
め
ら
れ
る

側
、観
衆
、傍
観
者
）の
う
ち
傍

観
者
を
仲
裁
・
通
報
者
に
す
る

こ
と
が
重
要
。早
期
発
見
早
期

対
応
の
継
続
を
。

議　
員　
議
会
基
本
条
例
も
制

定
。議
会
の
審
査
能
力
の
向
上

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。今
後
の

議
会
で
の
予
算
・
決
算
審
査
に

活
用
し
た
い
。

●自然災害、コロナ、
　　　　いじめに負けるな
 ●議会の予算決算審査の
　　　　　　　向上を図る

《主要な事業の成果報告書》
 裏面には各事業の実績を記載

流
域
全
体
で
水
害
に
備
え
る

い
じ
め
へ
の
対
応

主
要
な
事
業
の
成
果
報
告
書

　
　
　
　
　
　
　
素
案
を
作
成

経
済
活
性
化
策
を
提
案

　
　
　
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に

会派代表質問会派代表質問※質問議員が責任を持って
　原稿を作成しています。　

ひがしね議会だより ｜ 広報 ｜ 令和3年5月1日11



議　
員　
福
祉
や
多
発
す
る
災

害
で
地
域
の
役
割
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
が
、自
治
会
の
役

割
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。

市　
長　
地
域
づ
く
り
、防
災
、

環
境
、市
民
生
活
、防
犯
、福
祉
、

消
防
、生
涯
学
習
等
幅
広
い
分

野
で
行
政
の
一
翼
を
担
い
、大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

議　

員　

高
齢
者
世
帯
で
は
、

買
い
物
や
通
院
は
も
と
よ
り
ゴ

ミ
出
し
回
覧
板
回
し
も
困
難
な

ケ
ー
ス
も
あ
る
。日
常
の
生
活

支
援
に
は
公
的
介
護
サ
ー
ビ
ス

で
は
対
応
で
き
ず
、地
域
で
支

援
す
る
仕
組
み
が
必
要
だ
が
。

市　
長　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
に
は
住
民
主
体
の
支
援
が

重
要
だ
。
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
、
地
域
に
密
着
し
た

活
動
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

議　

員　

全
国
市
議
会
長
会

は
、国
に
自
治
会
へ
の
財
政
支

援
と
活
動
面
で
の
支
援
を
要
望

し
た
。地
域
づ
く
り
や
地
域
の

課
題
解
決
等
へ
の
活
動
を
支
援

を
要
望
す
る
。

議　
員　
選
挙
権
年
齢
が
18
歳

に
な
っ
た
が
、若
者
の
政
治
参
加

は
進
ん
で
い
な
い
。
高
齢
者
も

身
体
的
に
投
票
困
難
に
な
っ
て

い
る
。
対
策
は
ど
う
か
。

選
管
委
員
長　
若
年
層
へ
の
啓

発
活
動
を
含
め
関
係
団
体
と

様
々
な
活
動
を
し
て
い
る
。

議　
員　
改
正
公
職
選
挙
法
で

は
、期
日
前
投
票
所
の
効
果
的

な
設
置
と
交
通
手
段
の
確
保
、

共
通
投
票
所
な
ど
柔
軟
な
取
組

み
が
で
き
る
。送
迎
や
移
動
投

票
所
の
導
入
と
、法
や
対
応
が

追
い
つ
か
な
い
点
を
国
・
県
に

要
望
す
べ
き
だ
。

議　
員　
山
形
県
知
事
選
挙
の

当
日
投
票
者
数
と
18
時
〜
20
時

ま
で
の
人
数
は
？

選
管
事
務
局
長　
最
少
投
票
所

は
35
人
、18
時
以
降
は
２
人
、全

市
で
７
１
５
人
と
な
っ
て
い
る
。

議　
員　
期
日
前
投
票
が
伸
び

て
い
る
。投
票
時
間
を
繰
上
げ

し
、そ
の
経
費
は
移
動
投
票
所

や
送
迎
等
に
充
て
る
べ
き
だ
。

　安心・安全に住み続けるために
●行政と自治会の協働について
　  これからの選挙のありかた
  ●選挙の投票率アップと
  　投票環境への取組みは？ 山科　幸子 議員

▲地域には課題がいっぱい！

▲先進事例　投票箱をのせたバスが
　巡回する「移動期日前投票所」

①
自
治
会
の
役
割

③
自
治
会
の
課
題
と
支
援
は

③
投
票
時
間
の
繰
上
げ
を

選
挙
　
①
投
票
率
向
上
は

②
投
票
し
や
す
い
環
境
は

②
地
域
包
括
ケ
ア
と
自
治
会

Q  &  A 登壇席に飛沫防止アクリル板を設置して
いるため、マスクを外して発言しています。
皆さんの生活に関する内容について、
議員が市に質問しました。

登壇席に飛沫防止アクリル板を設置して
いるため、マスクを外して発言しています。
皆さんの生活に関する内容について、
議員が市に質問しました。
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議　
員　
本
市
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
準
備
状
況
は
ど
の
よ
う
な

状
況
か
。
接
種
ま
で
の
手
順
、

ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
方
や
妊
婦

の
方
へ
の
対
応
は
？

市　
長　
市
民
へ
の
速
や
か
で

円
滑
な
接
種
を
行
う
た
め
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
準
備
を
進
め
て
き
た
。４
月

以
降
、高
齢
者
か
ら
接
種
を
開

始
予
定
。
接
種
会
場
は
、
タ
ン

ト
ク
ル
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
と

し
、市
内
の
医
療
機
関
で
も
接

種
で
き
る
よ
う
に
調
整
中
。ア

レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
方
や
妊
婦
の

方
は
、主
治
医
と
相
談
し
て
か

ら
の
対
応
と
な
る
。

議　

員　

施
設
入
所
者
や
入

院
患
者
、子
ど
も
へ
の
接
種
は

ど
う
な
る
か
？

健
康
福
祉
部
長　
入
院
、入
所
さ

れ
て
い
る
方
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
嘱

託
医
、協
力
医
等
で
の
対
応
を
考

え
て
い
る
。ワ
ク
チ
ン
接
種
は
現

在
16
歳
以
上
が
対
象
。

議　

員　

詳
細
な
接
種
方
法

は
、市
民
に
分
り
や
す
い
よ
う

に
伝
え
て
ほ
し
い
。

議　
員　
今
回
の
計
画
策
定
に

あ
た
り
、
重
点
を
置
い
た
ポ
イ

ン
ト
と
、
本
市
の
要
介
護
・
要

支
援
認
定
率
16
％
を
ど
う
捉
え

る
か
。
ま
た
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
入
所
待
ち
と
な
っ
て

い
る
要
介
護
者
の
人
数
は
？

市　
長　
本
計
画
で
は
、元
気
高

齢
者
の
活
動
の
充
実
、状
態
に

あ
っ
た
介
護
予
防
活
動
の
推
進

を
基
本
と
し
た
。本
市
の
認
定
率

が
低
い
の
は
、元
気
な
高
齢
者
が

多
い
た
め
と
思
わ
れ
る
。待
機
者

は
昨
年
５
月
で
２
３
０
名
、平
成

27
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向

に
転
じ
て
い
る
。

議　
員　
高
齢
者
の
経
済
的
負

担
が
増
加
し
て
い
る
中
、介
護

保
険
制
度
の
対
応
策
は
？

健
康
福
祉
部
長　
国
の
基
準
に

基
づ
く
負
担
額
の
細
分
化
な
ど

公
平
化
を
図
り
、
安
定
的
な
運

用
に
努
め
て
い
く
。

議　
員　
介
護
保
険
料
の
滞
納

者
は
、
昨
年
、
全
国
で
過
去
最

高
を
記
録
。
コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ

そ
高
齢
者
に
温
か
い
手
を
差
し

伸
べ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

●市民へのワクチン接種の
　 見通しは？
 ●改定される老人福祉・介護
　　事業計画について

植松　　宏 議員

介護保険料（65歳以上）の全国平均月額
第１期　　H12 ～ H14 年度
第２期　　H15 ～ H17 年度
第３期　　H18 ～ H20 年度
第４期　　H21 ～ H23 年度
第５期　　H24 ～ H26 年度
第６期　　H27 ～ H29 年度
第７期　　H30 ～ R  2 年度

2,911円
3,293円
4,090円
4,160円
4,972円
5,514円
5,869円

厚生労働省：介護費用と保険料の推移

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　
　
接
種
に
つ
い
て

老
人
福
祉
計
画
と

　
　
　
第
８
期
介
護
事
業
計
画

一 般 質 問一 般 質 問※質問議員が責任を持って
　原稿を作成しています。　

13 ひがしね議会だより ｜ 広報 ｜ 令和3年5月1日



議　
員　
製
造
品
出
荷
額
県
内

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
自
治
体
と
し

て
県
内
初
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
を
ど
の
様
に
具
現
化

し
、市
産
業
の
価
値
向
上
に
繋

げ
て
い
く
の
か
。

市　
長　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

県
内
初
の
取
得
等
に
よ
っ
て
市

施
設
約
１
５
０
㌧
の
Ｃ
Ｏ
²
を

毎
年
削
減
し
て
き
た
。電
気
自

動
車
の
普
及
と
石
炭
燃
料
か
ら

の
脱
却
が
鍵
と
な
る
な
か
、省

エ
ネ
徹
底
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
推
進
な
ど
、
足
元
か
ら
で

き
る
こ
と
を
直
ち
に
実
行
し
て

い
き
た
い
。

議　
員　
経
済
と
環
境
の
好
循

環
に
向
け
、
ど
の
よ
う
な
数
値

目
標
を
設
定
す
る
の
か
。

市　
長　
令
和
４
年
度
に
策
定

す
る
大
け
や
き
環
境
基
本
計
画

に
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
の

数
値
目
標
な
ど
、
具
体
的
な
内

容
を
盛
り
込
む
予
定
で
あ
る
。

議　
員　
み
ら
い
環
境
創
造
基

金
の
拡
大
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言
企

業
の
推
進
、環
境
ア
ワ
ー
ド
制

度
の
創
設
な
ど
、官
民
挙
げ
て

の
取
組
み
を
提
案
す
る
。

議　
員　
新
た
な
総
合
計
画
が

策
定
さ
れ
た
。市
農
政
10
年
の

総
括
と
展
望
を
伺
う
。

市　
長　
さ
く
ら
ん
ぼ
に
こ
だ

わ
っ
た
街
づ
く
り
の
推
進
や
Ｇ

Ｉ
登
録
な
ど
に
よ
っ
て
ブ
ラ
ン

ド
力
を
向
上
さ
せ
た
。

今
後
は
、販
売
戦
略
に
力
を
入

れ
て
行
き
た
い
。

議　
員　
頻
発
す
る
災
害
に
対

応
す
る
支
援
が
気
候
の
影
響
を

受
け
る
農
業
で
は
必
須
だ
。一

方
、農
業
共
済
や
収
入
保
険
は

掛
金
等
が
経
営
の
重
荷
に
な
っ

て
い
る
。
離
農
を
防
ぐ
た
め
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
確
立

を
求
め
る
。

市　
長　
災
害
対
応
と
し
て
営

農
意
欲
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
支
援
し
て
い
く
。
農
業

共
済
は
必
要
な
制
度
で
あ
り
、

加
入
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

市　

長　

団
員
数
は
、定
数
８

９
０
人
に
対
し
７
９
９
人
、充

足
率
は
8
9
・
８
％
と
定
数
に

満
た
な
い
状
況
。不
足
分
は
、予

備
消
防
団
員
で
補
っ
て
い
る
。

議　

員　

団
員
確
保
に
向
け
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
た

消
防
団
の
環
境
改
善
と
団
員
支

援
策
の
強
化
を
求
め
る
。

●「持続可能なひがしね市」
　 の実現に向けて
　　 ゼロカーボン・グリーン成長戦略
　　 市農政　総括と展望
　　　消防団　現状と強化

齋藤俊一郎 議員

次
期
市「
環
境
計
画
」に

　
　
数
値
目
標
な
ど
を
明
記
へ

自
然
災
害
の
農
業
対
策
強
化
！

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
提
案

消
防
団
の
処
置
改
善
と
強
化
を

東根市公共施設の二酸化炭素削減量
（平成27年～令和元年）

（東根市生活環境課調べ）

▲令和2年度  大雨・大雪による市内農業災害

Q  &  A 登壇席に飛沫防止アクリル板を設置して
いるため、マスクを外して発言しています。
皆さんの生活に関する内容について、
議員が市に質問しました。

登壇席に飛沫防止アクリル板を設置して
いるため、マスクを外して発言しています。
皆さんの生活に関する内容について、
議員が市に質問しました。
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議　
員　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
深
化
へ
の
取
り
組
み
は
。

市　
長　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
３
名
に
増
員
し
、

地
域
に
根
ざ
し
た
サ
ー
ビ
ス
の

掘
り
起
こ
し
を
、ま
た
、地
域
包

括
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
に
お

い
て
事
業
評
価
の
実
施
、見
直

し
や
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

議　
員　
関
係
諸
団
体
及
び
地

域
と
の
連
携
の
構
築
状
況
は
。

健
康
福
祉
部
長　
有
識
者
等
に

よ
る
自
立
支
援
型
ケ
ア
会
議
や
、

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
よ
る
地
域
の
支
え
合
い
に
つ

い
て
の
情
報
交
換
会
の
開
催
な

ど
連
携
を
促
進
し
て
い
る
。

議　
員　
介
護
人
材
の
確
保
と

業
務
効
率
化
へ
の
取
り
組
み
は
。

市　
長　
介
護
人
材
育
成
支
援

事
業
を
実
施
し
、介
護
福
祉
士

等
の
資
格
取
得
に
要
す
る
費
用

を
助
成
し
、
職
員
の
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
と
処
遇
改
善
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。ま
た
、介
護
ロ

ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
な
ど

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
連
携

し
、業
務
の
効
率
化
や
職
員
の

負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
く
。

議　
員　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ（
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
）

の
活
用
状
況
は
。

健
康
福
祉
部
長　
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
等
に
お
い
て
、遠
隔

面
会
の
環
境
が
整
っ
て
い
る
。

議　
員　
認
知
症
対
策
へ
の
取

り
組
み
は
。

市　
長　
認
知
症
地
域
支
援
推

進
委
員
、
認
知
症
初
期
集
中
支

援
チ
ー
ム
を
配
置
し
、
認
知
症

の
人
と
そ
の
家
族
の
支
援
強
化

を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受

講
し
た
者
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

愛
犬
と
の
散
歩
で
行
う
見
守
り

事
業
に
37
名
登
録
し
、
活
躍
し

て
い
る
。

議　
員　
認
知
症
の
人
と
そ
の

家
族
の
相
談
に
対
す
る
具
体
的

な
支
援
は
。

健
康
福
祉
部
長　
認
知
症
初
期

集
中
支
援
チ
ー
ム
を
配
置
し
、

専
門
分
野
を
活
か
し
な
が
ら
早

期
受
診
・
ケ
ア
に
努
め
て
い
る
。

議　
員　
今
後
の
高
齢
化
社
会

に
適
応
し
た
各
種
施
策
の
充

実
・
加
速
化
と
元
気
で
長
生
き

す
る
の
も
東
根
市
を
推
進
し
て

い
た
だ
き
た
く
要
望
す
る
。

●安全安心な地域づくり
　  超高齢化社会に向け
　　　　　　各種対応施策の加速を！
　   介護体制及び支援サービスの
　　　　　　　　　　　更なる充実を！

高橋　鉄夫 議員

▲ワンワンてくてく見守り隊事業

▲介護施設におけるリモート面会のイメージ

今
後
予
想
さ
れ
る
介
護
事
業
者

　
　
の
働
き
手
不
足
へ
の
対
応
を

地
域
が
支
え
合
う
介
護
及
び

　
　
介
護
予
防
支
援
の
強
化
は

地
域
で
支
え
る
体
制
づ
く
り
と

　
　
　
各
種
施
策
の
強
化
推
進
を

一 般 質 問一 般 質 問※質問議員が責任を持って
　原稿を作成しています。　

15 ひがしね議会だより ｜ 広報 ｜ 令和3年5月1日



議　
員　
安
全
教
育
は
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

市　
長　
県
や
警
察
・
学
校
・
各

種
関
係
団
体
・
家
庭
・
交
通
指
導

員
な
ど
の
協
力
の
下
、幼
児
か
ら

成
人
に
至
る
ま
で
心
身
の
発
達

段
階
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応

じ
て
、
段
階
的
か
つ
体
系
的
な
安

全
指
導
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

議　
員　
自
転
車
事
故
対
策
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
。

市
民
生
活
部
長　
市
内
各
中
学

校
や
小
学
校
、子
ど
も
ク
ラ
ブ
育

成
会
が
開
催
し
て
い
る
自
転
車

教
室
に
交
通
安
全
専
門
指
導
員

等
を
派
遣
し
、安
全
教
育
を
行
っ

て
い
る
。高
齢
者
に
対
し
て
は
、

サ
ロ
ン
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
集

ま
る
機
会
を
捉
え
て
交
通
安
全

教
育
を
実
施
し
て
い
る
。

議　
員　
県
の
自
転
車
保
険
加

入
を
義
務
化
と
す
る
条
例
の
制

定
を
受
け
て
。

市　
長　
条
例
が
制
定
さ
れ
た

背
景
な
ど
を
踏
ま
え
、よ
り
一

層
の
自
転
車
の
交
通
安
全
の
推

進
、自
転
車
損
害
賠
償
責
任
保

険
等
へ
の
加
入
啓
発
、次
期
交

通
安
全
計
画
へ
の
反
映
の
検
討

な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

議　
員　
通
学
路
の
指
定
の
基

準
に
つ
い
て
。

教
育
長　
児
童
の
安
全
を
最
優

先
に
、
道
路
状
況
や
交
通
量
を

考
慮
し
て
、学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
、関

係
団
体
と
連
携
し
、
保
護
者
か

ら
の
意
見
を
踏
ま
え
つ
つ
、
で

き
る
だ
け
安
全
な
通
学
路
を
指

定
し
て
い
る
。

議　
員　
通
学
路
安
全
点
検
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
状
況
は
。

教
育
長　
夏
季
と
冬
季
に
通
学

路
点
検
を
実
施
し
、
関
係
機
関

で
危
険
個
所
の
安
全
対
策
を
実

施
し
て
い
る
。

議　
員　
安
全
点
検
の
結
果
は
。

教
育
次
長　
12
路
線
の
点
検
を

行
い
、大
規
模
工
事
を
伴
う
路

線
を
除
く
７
路
線
で
安
全
対
策

が
完
了
し
て
い
る
。

議　
員　
安
全
マ
ッ
プ
の
作
製

状
況
は
。

教
育
次
長　
登
下
校
時
の
危
険

な
箇
所
を
し
っ
か
り
と
覚
え
、

自
ら
の
力
で
危
険
を
回
避
で
き

る
よ
う
、
各
学
校
が
作
成
し
て

い
る
。
マ
ッ
プ
の
中
に
は
「
子

ど
も
１
１
０
番
連
絡
所
」の
場

所
も
示
し
て
あ
り
、
危
険
と
感

じ
た
時
に
逃
げ
込
む
場
所
も
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

●東根市交通安全計画について
 ●児童生徒の登下校時の
　　　　　 安全対策について

三宅　一人 議員

東
根
市
交
通
安
全
計
画
の

　
　
　
　
　
　
内
容
に
つ
い
て

登
下
校
時
の
安
全
対
策

▲東根小学校の安全マップ

Q  &  A一 般 質 問一 般 質 問
登壇席に飛沫防止アクリル板を設置しているため、マスクを外して発言しています。皆さんの生活に関する内容について、議員が市に質問しました。登壇席に飛沫防止アクリル板を設置しているため、マスクを外して発言しています。皆さんの生活に関する内容について、議員が市に質問しました。

※質問議員が責任を持って原稿を作成しています。　※質問議員が責任を持って原稿を作成しています。　
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　東根市議会では、議会の活性化を図るため平成２８年に「議会のみらい検討委員会」を立ち上げ、様々
な議会改革に取り組んできました。その成果を踏まえ、東根市議会及び東根市議会議員としての活動原
則等を定めた「東根市議会基本条例」について、令和３年第1回定例会初日の２月２６日に議会運営委員
会発議で提案し、可決されました。

東根市議会基本条例を制定しました

条例の目的

　この条例は、二元代表制の一翼を担う東根市議会及び東根市議会議員に関する基本的事項
を定め、その担うべき役割を果たすことにより、市民の負託に応え、もって市民福祉の向上及
び市勢の発展に寄与することを目的としています。

条例の概要

今後は、この条例に基づいて様々な取り組みを行ってまいります。
東根市議会基本条例（解説付）はこちらをご覧ください。

〇　前　文
　地方議会を取り巻く情勢、議会改革の経緯、今後に向けた東根市議会の決意を定めてい
ます。
〇　第１章　総則（第１条・第２条）
　条例の目的、最高規範性を有する位置づけを定めています。
〇　第２章　議会及び議員の活動原則等（第３条～第７条）
　議会及び議員の活動原則、議長の責務、会派、自然災害等が発生した場合の対応につい
て定めています。
〇　第３章　市民と市議会との関係（第８条～第10条）
　会議の公開、広聴・広報及び市民の参画について定めています。
〇　第４章　市長等と議会との関係（第11条～第13条）
　二元代表制を構成する市長等との関係の基本原則、議決事件の追加、説明等の要求につ
いて定めています。
〇　第５章　議会の機能強化（第14条～第19条）
　機能強化のために必要な委員会、情報通信技術の積極的活用、議員研修の充実強化、議
会事務局の体制整備、予算の確保及び政務活動費の活用について定めています。
〇　第６章　定数及び報酬（第20条・第21条）
　議員定数及び議員報酬に関する基本的考え方について定めています。
〇　第７章　検証及び見直し（第22条・第23条）
　条例に基づく結果の検証及び見直しについて定めています。

●
山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
月
定
例
会　
　
２
月
15
日
開
催

●
東
根
市
外
二
市
一
町
共
立
衛
生
処
理
組
合
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
１
回
定
例
会　
２
月
25
日
開
催

●
河
北
町
ほ
か
２
市
広
域
斎
場
事
務
組
合
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
月
定
例
会　
　
２
月
24
日
開
催

●
北
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
１
回
定
例
会　
３
月
22
日
開
催

●
北
村
山
公
立
病
院
組
合
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
１
回
定
例
会　
３
月
26
日
開
催

広域組合議会等概要報告広域組合議会等概要報告

議　
員　
令
和
元
年
度
か
ら
開

始
さ
れ
た
看
護
師
・
薬
剤
師
修

学
資
金
貸
与
制
度
の
現
状
と
成

果
な
ど
を
伺
う
。

事
務
長　
看
護
師
等
不
足
が
課

題
と
な
る
中
、令
和
元
年
度
は

看
護
師
３
名
・
薬
剤
師
２
名
、令

和
２
年
度
は
看
護
師
８
名
・
薬

剤
師
１
名
を
貸
与
者
と
し
た
。

　

令
和
２
年
度
北
村
山
公
立
病
院
組
合
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
３

号
）、令
和
３
年
度
北
村
山
公
立
病
院
組
合
事
業
会
計
予
算
な
ど
、５
議

案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

議　

員　

予
算
の
増
額
は
、採

用
に
向
け
積
極
的
に
活
動
を
行

う
た
め
の
も
の
か
。

事
務
長　
看
護
学
校
か
ら
の
実

習
生
が
採
用
の
応
募
に
繋
が
っ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、当
制
度
は

他
よ
り
貸
与
月
額
が
多
い
点
な

ど
を
更
に
積
極
的
に
広
報
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
る
。

※負担金、本市負担額は交付税を除いた額を掲載しています。

令和３年度広域組合等予算 （円）

34,188,000
(39.3％)

29,251,000
(47.8％)

978,495,599
概算

330,571,000
（31.8％）

303,823,537
（49.6％）

一般会計

特別会計

東根市外二市一町共立衛生処理組合

山形県後期高齢者
医療広域連合

河北町ほか２市広域斎場事務組合

北村山広域行政事務組合

事業収益

事業費用

収入

支出

収益的収支

資本的収支

北村山公立病院
組合

5,262,586,000

5,682,706,000

329,563,000

506,384,000

3,113,235,000

610,745,000

149,905,775,000

66,287,000

97,330,000

612,745,000

1,039,533,000

610,008,000

25,346,822,000

61,166,000

86,883,000

組合等 区分 予　算 負担金※ 本市負担額※
（負担割合）

ピックアップ
北
村
山
公
立
病
院
組
合
議
会

北
村
山
公
立
病
院
組
合
議
会

◎
令
和
３
年
度
予
算

◎
令
和
３
年
度
予
算

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

https://www.city.higashine.yamagata.jp/files/20210301105117.pdf
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問い合わせ
（議会事務局）

TEL（42）1111（内線4111）・FAX（43）1178
E-mail：gikai@city.higashine.yamagata.jp

　

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
父
の
後
を

継
い
で
畜
産
の
仕
事
を
す
る
こ
と
で

す
。
今
、
父
は
朝
早
く
牛
舎
に
行
っ

て
牛
の
世
話
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

他
に
も
、
競
り
に
行
っ
た
り
、
北
海

道
に
あ
る
牛
舎
の
仕
事
も
一
緒
に
こ

な
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を

全
て
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
父
の
仕

事
を
継
ぎ
た
い
で
す
。

　

父
の
仕
事
を
継
ぎ
た
い
理
由
は
、

北
海
道
の
牛
舎
に
自
分
も
行
っ
た
時

に
、
父
の
姿
を
見
た
か
ら
で
す
。
そ

の
時
の
父
の
姿
は
、
家
に
居
る
時
の

ド
ッ
キ
リ
を
か
け
る
の
が
好
き
な
父

と
は
逆
で
、
た
く
さ
ん
の
牛
の
様
子

を
見
た
り
、
牛
舎
で
働
く
人
に
色
々

な
指
示
を
出
し
た
り
し
て
い
て
立
派

な
姿
で
し
た
。
ま
た
そ
の
時
偶
然
牛

の
子
供
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
牛

の
世
話
を
し
て
い
る
父
の
姿
を
見

て
、
命
に
関
わ
る
仕
事
の
大
変
さ
や

す
ば
ら
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
基
礎
的
な
所
か
ら
ど

ん
ど
ん
学
ん
で
い
き
、
父
の
仕
事
を

継
げ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

た　

む
ら　
　

 

ひ
ゅ
う 

が

新校舎での神町小学校入学式新校舎での神町小学校入学式
検 索東根市議会

EC01J0142

将
来
の
夢

東
根
中
部
小
学
校 

６
年

田
村　
彪
賀
さ
ん

「
不
易
流
行
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
物
事
の
本
質
的
な

も
の
は
変
え
な
い
も
の
の
、
時

代
の
変
化
等
に
柔
軟
に
対
応
す

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
共
存
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
、
日
常
生
活
に

新
し
い
生
活
様
式
を
取
り
入
れ

て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
東
根
市
議
会
で
は
、
地
方
分

権
の
進
展
等
の
変
化
を
踏
ま

え
、
最
高
規
範
と
な
る
「
東
根

市
議
会
基
本
条
例
」
を
制
定
し

ま
し
た
。
議
会
広
報
委
員
会

も
、
本
条
例
に
基
づ
い
て
議
会

活
動
の
広
報
及
び
皆
様
の
声
を

お
聞
き
す
る
広
聴
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今

後
と
も
、
皆
様
の
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
広
報
委
員
会

委 

員 

長
　
片
桐
　
勝
寿

副
委
員
長
　
高
橋
　
弓
嗣

委  

　
員
　
三
宅
　
一
人

齋
藤
俊
一
郎

山
科
　
幸
子

植
松
　
　
宏

髙
橋
　
光
男

令和３年第１回定例会では、延べ68名の皆様に議会を傍聴していただきました。

５月31日（月）　開　会
　　　　　　   本会議
　　　　　　   予算特別委員会
６月３日（木）　本会議（一般質問）
     ４日（金）　本会議（一般質問）
    10日（木）　本会議（総括質疑）
　　　　　　   予算特別委員会
　　　　　　   各常任委員会

６月11日（金）　各常任委員会
    17日（木）　予算特別委員会
　　　　　　   本会議
　　　　　　   閉　会

令和３年第２回定例会

日程のお知らせ
５月31日から
６月17日まで

※日程は、定例会告示後の議会運営委員会を経
て、定例会初日の本会議で正式決定します。
詳しくは議会事務局にお問い合せください。

「東根市議会における新型コロナウイ
ルス感染症対策方針」に沿った傍聴に
ご協力をお願いいたします。

開催予定
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